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＜全体分析＞ 試験時間 150分 解答問題数 6題

解答形式
全問記述式。
分量・難易 (前年比較)
分量 (減少・やや減少・変化なし・やや増加・増加)
難易 (易化・やや易化・変化なし・やや難化・難化)
第 1問と第 4問は普通の問題で，安心して解けるが，これ以外は，どれも易しくない。極端に難しい問題は
ないが，どの問題もそこそこに難しく，完答しにくい問題である。トータルで考えると，昨年より難化して
いる。
出題の特徴
分野・難易ともにバランスよく出題されている。例年出ている確率の出題がなかった。
その他トピックス
第 2問 (整数)と第 3問 (平面座標)は，文系との類似問題。
第 4問 (3次関数)は，文系と同じ内容の問題。

＜大問分析＞
問題番号 出題分野・テーマ 範囲 コメント (設問内容・答案作成上のポイントなど) 難易度
第 1問 微分法 数学 III 微分法の問題としては，ごく普通の問題。途中で，0 <

θ <
π

2
のとき sinθ < θ というよく知られた不等式が

利用できる。

やや易

第 2問 整数 数学 A (1)は 2n + 1が n および n + 1と互いに素であることが
ポイントである。(2)は分子・分母に含まれる素因数 2
に着目すればよい。また，別法として an の増減に着目
する解法もある。

標準

第 3問 平面座標
ベクトル
極限

数学 II
数学 B
数学 III

独立に動く 2個の点 P, Qで定まる点 Rの動く範囲を求
める問題。 1

k

−→
OPの終点が描く図形は，元の放物線を相

似拡大したものである。これを x 軸方向に k
−−→
OQ だけ

平行移動したときに通過する範囲が Rの動く領域とな
る。k の値による場合分けが生じる。

標準

第 4問 3次関数 数学 II 3次方程式の解の配置についての問題。β > 1という条
件を y 座標の大小の関係で置き換えるのがポイント。

やや易

第 5問 複素数平面 数学 III 冒頭の対称点 Q(u)を z で表す部分が難しいだろう。こ
こを突破すれば，(1)の残りの部分はなんとかなる。(2)
は (1) の結果に w = x + yi を代入すれば，軌跡の方程
式は得られるが，軌跡の限界を求める部分で細かい議
論が必要となり，ここも難しいだろう。

難

第 6問 空間座標
体積

数学 B
数学 III

球体の中心が折れ線上を動くときに通過する領域の体
積を求める問題。できる立体がどのようなものかを把
握できれば，積分計算は難しくない。

やや難

※難易度は 5段階「難・やや難・標準・やや易・易」で，当該大学の全統模試入試ランキングを基準として判断
しています。

＜学習対策＞
整数・図形問題を中心に考える習慣をつけるとともに，数学 IIIを中心とした計算力を鍛えておくことが大切
である。

ⓒ 河合塾 2018年


